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が起こり、政
せい

府
ふ

は米の生産を増
ふ

や
すのに懸

けん

命
めい

でした。農事試験場の課
か

題
だい

は、冷
れい

害
がい

や病害虫に耐え、収
しゅう

量
りょう

の多い作物品種を早く作り上げる
ことでした。
　また、富山県では内

ない

務
む

省
しょう

の役人
から射

い

水
みず

郡
ぐん

長
ちょう

になった 南
なん

原
ばら

繁
しげる

（香
川県出身）が、下

げ

条
じょう

川
がわ

・新
しん

堀
ほり

川
かわ

改
かい

修
しゅう

工事計画を県知事に 訴
うった

え、湿
しつ

田
でん

だった射水平野を乾
かん

田
でん

化
か

する基
き

礎
そ

づくりを行っています。　

　権
ごん

次
じ

郎
ろう

は農学校を卒
そつ

業
ぎょう

して小学
校の代用教員をしながら、進学を目
指して勉強しました。東京帝

てい

国
こく

大学
農科大学農学実科（現

げん

東京大学）に
合
ごう

格
かく

した権次郎は当時の新しい学
問であったメンデルの法則＊や育

いく

種
しゅ

学
がく

を勉強して知
ち

識
しき

を高めました。
　権次郎は身に付けた新しい知識
や技

ぎ

能
のう

を生かせる農
のう

商
しょう

務
む

省
しょう

農事
試
し

験
けん

場
じょう

に 就
しゅう

職
しょく

しました。この年
1918（大正７）年、富山県で米騒

そう

動
どう

　権
ごん

次
じ

郎
ろう

は秋田県にある農事試
し

験
けん

場
じょう

陸
りく

羽
う

支
し

場
じょう

に転
てん

勤
きん

しました。こ
こでは以

い

前
ぜん

から進められていた稲
の品

ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

を担
たん

当
とう

し、いろいろな
品種の中から冷

れい

害
がい

に強いものを見
つけだしました。その品種は、「陸
羽132号」と名づけられました。
　「陸羽132号」が見つけだされ
たことで、たびたび起こった大凶

きょう

作
さく

から抜
ぬ

け出すことができ、この
発見は地元の人たちを喜

よろこ

ばせまし

　東
ひがし

砺
と

波
なみ

郡
ぐん

能
の

美
み

村
むら

（現
げん

南
なん

砺
と

市
し

）で
農家の長男に生まれました。幼い
ころから勉強が好きで、学校では
ずっと成

せい

績
せき

が一番でした。
　県立福

ふく

野
の

農学校（現県立南砺福

　権
ごん

次
じ

郎
ろう

はその後、岩手県農事試
し

験
けん

場
じょう

に転勤し、ここでは小麦の品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

を進めました。1929（昭
和４）年に「小麦農林１号」を開
発してからも、アメリカ産

さん

や日本
産の品種を掛

か

け合わせてできた種
を使って栽

さい

培
ばい

を繰
く

り返し、「小麦
農林10号」を開発しました。穂

ほ

が
大きく背

せ

が低いこの品種は、倒
たお

れ
にくく、たくさん 収

しゅう

穫
かく

できる特
とく

長
ちょう

があり、岩手、山形県の 奨
しょう

励
れい

品種に選
えら

ばれました。権次郎は
1938（昭和13）年までに「小麦
農林10号」をはじめとして８種

しゅ

類
るい

の新品種を作りました。
　「小麦農林10号」の種はその後、
メキシコで小麦の研究をしていた
アメリカのボーローグ博

はく

士
し

の手に
渡
わた

りました。博士は「小麦農林10
号」とメキシコの小麦とを掛け合
わせ、それまでの２倍、３倍の小

麦がとれる奇
き

跡
せき

のような品種を開
発したのです。これにより、世界
的な 食

しょく

糧
りょう

不
ぶ

足
そく

を解決する道が開
かれました。このことは、「緑の
革
かく

命
めい

」と呼
よ

ばれています。博士は
その功

こう

績
せき

で1970（昭和45）年、
ノーベル平和賞

しょう

に輝
かがや

いています。

・学校で習うことに興
きょう

味
み

をもつ
・学んだことを社会のために生かす
・自分の仕事に全力を尽

つ

くす

ダーウィンの『進化論
ろ ん

』を学ぶ

たくさんとれる作物品
ひ ん

種
し ゅ

を開発したい

東北の冷
れ い

害
が い

から農
の う

民
み ん

を救
す く

う

野高校）へ進み、担
たん

任
にん

の先生から
ダーウィンの『進化論

ろん

』を勧
すす

めら
れ、遺

い

伝
でん

や品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

について 興
きょう

味
み

をもちました。

た。岩手県に住んでいた宮
みや

沢
ざわ

賢
けん

治
じ

も詩の中でほめたたえたほどでし
た。
　農事試験場陸羽支場での権次郎
の仕事は新潟県農事試験場の研究
員に引き継

つ

がれ、後に「水
すい

稲
とう

農林
１号」が完

かん

成
せい

しました。やがてこ
の品種から「コシヒカリ」や「サ
サニシキ」などの品種が生まれて
いきました。

ノーベル賞
し ょ う

を生んだ奇
き

跡
せ き

の小麦 1897（明治 30）..................................0 歳
さい

東
ひがし

砺
と

波
なみ

郡
ぐん

能
の

美
み

村
むら

に生まれる
1911（明治 44）.............................. .14 歳
県立福

ふく

野
の

農学校に入学
1915（大正 4）................................ .18 歳
東京帝

てい

国
こく

大学農科大学農学実科に入学
1918（大正 7）................................ .21 歳
農
のう

商
しょう

務
む

省
しょう

に入省
1935（昭和 10）.............................. .38 歳
「小麦農林 10号」を開発
1938（昭和 13）............................... 41 歳.
中国の華

か

北
ほく

産
さん

業
ぎょう

科学研究所に勤
つと

める

1948（昭和 23）.............................. .51 歳
金
かな

沢
ざわ

農地事
じ

務
む

局
きょく

に勤める
1951（昭和 26）.............................. .54 歳
農業技

ぎ

術
じゅつ

功
こう

労
ろう

賞
しょう

を受賞
1971（昭和 46）.............................. .74 歳
勲
くん

三
さん

等
とう

瑞
ずい

宝
ほう

章
しょう

を受章
1980（昭和 55）.............................. .83 歳
農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

大
だい

臣
じん

表
ひょう

彰
しょう

を受賞
1982（昭和 57）.............................. .85 歳
城
じょう

端
はな

町
まち

の名
めい

誉
よ

町民に選
えら

ばれる
1988（昭和 63）.............................. .91 歳
亡
な

くなる

　ボーローグ博
は く

士
し

は 1981（昭和
56）年 10 月、金

か な

沢
ざ わ

市
し

で開かれた
日本育

い く

種
し ゅ

学会で権
ご ん

次
じ

郎
ろ う

と感
か ん

激
げ き

の初
は つ

対面を果
は

たしました。さらに権次
郎が亡

な

くなった２年後、城
じょう

端
は な

の権
次郎の生家を訪

おとず

れ、南
な ん

砺
と

農業会館
で「小麦農林 10 号と緑の革

か く

命
め い

」
と題し、講

こ う

演
え ん

して権次郎の仕事の
偉

い

大
だ い

さをたたえました。

ノーベル賞
しょう

受賞者が
権
ご ん

次
じ

郎
ろ う

の生家で講
こ う

演
え ん

食
し ょ く

糧
り ょ う

危
き 　 き

機を解
か い

決
け つ

したい
稲

い な  づ か

塚 権
ご ん

次
じ

郎
ろ う

1897（明治30）年２月24日―1988（昭和63）年12月７日

「小麦農林 10号」の生みの親 コシヒカリの基
もと

となる米を開発 「緑の革
か く

命
め い

」の功
こ う

労
ろ う

者
し ゃ

 ＊メンデルの法則【めんでるのほうそく】　オーストリアの 植
しょく

物
ぶつ

学者メンデルはエンドウ豆などを研究中、掛
か

け合わせ方によって遺
い

伝
でん

にきまりがあ
ることを発見しました。彼

かれ

の死後、複
ふく

数
すう

の学者らによってこの法
ほう

則
そく

が 証
しょう

明
めい

されました。
南
なん

原
ばら

繁
しげる

は射
い

水
みず

郡
ぐん

立
りつ

農業公
こう

民
みん

学校（現
げん

県立小杉高校）創
そう

設
せつ

を立案するなど富山県の農業の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

し、後に東京大学総
そう

長
ちょう

を務
つと

めました。

コ ラ ム

学生時代の権
ごん

次
じ

郎
ろう

東京帝
てい

国
こく

大学農科大学

熱
ねっ

心
しん

に研究する権
ごん

次
じ

郎
ろう

権
ごん

次
じ

郎
ろう

の生まれた家
小麦の生育を見守る権

ごん
次
じ

郎
ろう

小麦農林 10 号（富山県立南砺福野高校蔵）

岩手県立農事試
し

験
けん

場
じょう

全
ぜん

景
けい

権
ごん

次
じ

郎
ろう

（左）とボーローグ博
はく

士
し

との初
はつ

対面


